
新エネルギー新聞2018年（平成30年）5月14日 第104号隔週 月曜日発行11

連
載
・
イ
ベ
ン
ト

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
＆
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佐
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地域の

地域による
地域のための

第㉝回

▼
国
際
都
市
と
は

２
０
２
０
年
、
国
際
都

市
・
東
京
で
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
。
そ

の
近
郊
都
市
、
そ
し
て
日
本

で
、
い
ま
、
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
「
国
際
」
と
い
う
視

点
と
対
応
で
あ
る
。
２
年
後

に
は
国
際
化
・
国
際
性
の
側

面
か
ら
、
そ
の
成
果
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
様

に
、
「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
も
同
様
に
対
応
が
迫
ら

れ
て
い
る
。

人
々
が
融
和
し
た
都
市
を

形
づ
く
る
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ

る
。
外
国
人
観
光
客
に
と
っ

て
、
相
互
理
解
の
た
め
に
は

言
語
が
最
も
重
要
な
伝
達
・

確
認
手
段
で
あ
る
。

今
日
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ

Ｉ
が
駆
使
さ
れ
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
る
自
動
翻
訳
ツ
ー
ル

が
開
発
さ
れ
実
用
さ
れ
て
い

る
。
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る

対
面
翻
訳
が
進
化
し
て
い
る
。

し
か
し
、
最
も
効
果
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

人
間
同
士
の
「
心
と
心
」、

「
知
と
知
」
で
あ
る
こ
と
に

は
、
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
共
通
し
た
知
の
認

識
こ
そ
が
、
後
述
す
る
国
際

化
や
国
際
性
の
根
本
と
な
る
。

▼
『
吾
輩
ハ
猫
デ
ア
ル
』

誰
も
が
知
る
夏
目
漱
石
の

『
吾
輩
ハ
猫
デ
ア
ル
』
は
、

書
名
と
し
て
は
珍
し
く
、
主

語
と
述
語
か
ら
な
る
一
文
で

あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
が
、

多
く
の
本
で
は
、
体
言
止
め

や
修
飾
表
現
し
た
複
合
語
の

書
名
と
し
読
者
の
関
心
を
誘

う
。
例
え
ば
、『
牡
猫
ム
ル

の
人
生
観
』の
よ
う
に
な
る
。

『
吾
輩
ハ
猫
デ
ア
ル
』
で

は
書
名
の
通
り
自
分
は
猫
で

あ
る
（I 

am 
a 

cat.

）
と

明
言
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に

は
特
別
の
形
容
は
な
い
。
ど

ん
な
猫
な
の
だ
ろ
う
か
？

「
名
前
は
ま
だ
な
い
」
か

ら
始
ま
り
、
ペ
ー
ジ
を
め
く

る
と
、
そ
の
オ
ス
猫
の
日
常

の
暮
ら
し
向
き
、
飼
い
主
た

も
評
価
の
高
い
歴
史
性
・
文

化
性
を
維
持
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
普
遍
的
な
融
合
が
み

ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
自
然
」

に
溶
け
込
ん
で
一
体
化
し
て

い
る
人
工
建
築
の
持
つ
美
の

世
界
で
あ
る
。

国
際
都
市
と
し
て
は
、
件

の
美
学
者
が
指
摘
し
た
よ
う

に
、
街
そ
の
も
の
が
自
然
の

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
観

光
都
市
の
要
件
で
も
あ
る
。

ま
た
、
国
際
都
市
た
る
吾

輩
は
、
猫
の
よ
う
に
酩
酊
し

て
も
甕
に
落
ち
て
は
な
ら
な

い
。
ま
た
、
外
国
人
観
光
客

も
落
ち
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
万
人
共
通

の
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
が
存
在
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時

に
そ
れ
は
ア
ー
ト
に
満
ち
て

い
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
ア
ー
ト
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
プ
レ
イ
ス
を
創
出
す
る

起
爆
剤
に
も
成
り
得
る
も
の

で
あ
る
。
も
は
や
、
そ
こ
に

国
境
は
な
い
。

註

：

ア
ノ
ニ
マ
ス
に
つ
い

て
は
、
本
紙
で
の
連
載
コ
ラ

ム
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
㊱
」

『
ア
ノ
ニ
マ
ス
と
い
う
匿
名

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
』

（
第
54
号
、
９
面
、
２
０
１

６
年
６
月
13
日
発
行)

を
参

照
。

る
主
人
の
人
物
像
、
多
く
の

来
客
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

は
、
人
間
社
会
の
文
明
論
を

語
る
賢
い
猫
で
あ
る
。
芸
術

や
文
学
、
さ
ら
に
科
学
に
つ

い
て
も
理
解
が
及
ぶ
。

こ
う
し
て
、
こ
の
小
説
で

は
、
猫
が
吾
輩
と
し
て
語
る

一
大
抒
情
詩
で
あ
る
が
、
作

者
・
漱
石
の
卓
見
に
富
む
視

座
が
心
地
よ
い
。
な
お
、
吾

輩
は
、
人
間
の
飲
み
残
し
の

ビ
ー
ル
に
酩
酊
し
、
甕
壺
に

落
ち
、
安
寧
で
太
平
な
死
を

迎
え
る
結
末
で
あ
る
。

▼
国
際
的
＆
国
際
性
と

ア
ー
ト

筆
者
は
、
国
際
的
で
あ
る

要
件
に
、
ア
ー
ト
を
加
え
た

い
。
そ
れ
は
、「
知
に
よ
る

理
解
」
を
、
よ
り
上
質
に
伝

え
る
た
め
の
ツ
ー
ル
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
言
語
に
よ
ら
な

い
共
通
理
解
を
提
供
で
き
る

か
ら
で
あ
り
、「
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
ア
ー
ト
」
の
本
質
が
あ

る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
小
説
に
、
次
の
よ
う

な
場
面
が
あ
る
。「
…
。
昔

し
以
太
利
（
イ
タ
リ
ー
）
の

大
家
ア
ン
ド
レ
ア
・
デ
ル
・

サ
ル
ト
が
言
っ
た
事
が
あ

る
。
画
を
か
く
な
ら
何
で
も

自
然
そ
の
物
を
写
せ
。
天
に

星
辰
（
せ
い
し
ん
）
あ
り
。

地
に
露
華
あ
り
。
飛
ぶ
に
禽

（
と
り
）
あ
り
。
走
る
に
獣

（
け
も
の
）
あ
り
。
池
に
金

魚
あ
り
。
枯
木
（
こ
ぼ
く
）

に
寒
鴉
（
か
ん
あ
）
あ
り
。

自
然
は
こ
れ
一
幅
の
大
活
画

（
だ
い
か
つ
が
）
な
り
と
。

ど
う
だ
君
も
画
ら
し
い
画
を

か
こ
う
と
思
う
な
ら
ち
と
写

生
を
し
た
ら
。
…
」

こ
れ
を
言
っ
た
の
は
、
客

人
の
美
学
者
で
あ
る
が
、
こ

の
言
葉
に
触
発
さ
れ
て
、
吾

輩
の
主
人
は
、
吾
輩
を
題
材

に
し
、
写
生
を
し
た
。
後

日
、
件
の
美
学
者
が
笑
い
な

が
ら
「
実
は
君
、
あ
れ
は
出

鱈
目
だ
よ
」
と
頭
を
掻
か
く

が
、
前
段
の
美
学
者
の
発
言

に
は
真
実
が
あ
る
と
、
筆
者

も
同
意
で
き
る
。
そ
れ
は
、

「
自
然
の
風
景
」
の
観
察
と

敬
意
が
、
無
駄
な
く
大
局
的

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

▼「
吾
輩
は
国
際
的
で
あ
る
」

主
語
と
術
語
の
関
係
を
、

猫
を
国
際
的
に
置
き
換
え
て

み
た
。
こ
の
場
合
、
吾
輩

は
、
都
市
で
も
あ
り
、
人
間

で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
国
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。「

国
際
的
で
あ
る
」
と

は
、「
摩
擦
な
く
行
動
で
き

る
こ
と
」
で
あ
る
と
い
わ
れ

る
。
こ
れ
に
も
二
つ
の
こ
と

が
あ
り
、
一
つ
は
、
そ
の
個

人
や
相
手
の
関
わ
り
で
「
摩

擦
が
な
い
こ
と
」
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
、
個
人
が
す
う

っ
と
、「
摩
擦
な
く
行
動
で

き
る
よ
う
に
、
環
境
整
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
」
で
あ
る
。

こ
れ
が
国
際
都
市
で
あ
る
吾

輩
に
求
め
ら
れ
る
要
件
で
あ

る
。
で
は
、「
国
際
都
市
」

の
正
体
は
、
ど
ん
な
も
の
で

あ
ろ
う
か
？

▼
「
吾
輩
は

国
際
都
市
で
あ
る
」

こ
の
タ
イ
ト
ル
に
か
な
う

た
め
に
は
、
先
進
性
と
と
も

に
多
様
性
が
必
要
で
あ
る
。

摩
擦
な
く
行
動
可
能
な
土
壌

が
こ
こ
に
あ
る
。
さ
ら
に
深

み
を
与
え
る
の
が
、「
ア
ー

ト
」
で
あ
る
。

公
共
の
場
に
置
か
れ
て
い

る
の
が
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア

ー
ト
」
で
あ
る
。
公
共
空
間

が
展
示
場
で
あ
り
、
平
然
と

存
在
し
て
い
る
。
国
際
都
市

で
は
、
人
間
同
士
が
「
知
と

知
」
に
よ
る
言
語
に
よ
ら
な

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
、
街
の
い
た
る
と
こ
ろ
で

な
さ
れ
る
か
ど
う
か
で
あ

る
。
そ
の
突
破
口
を
創
出
す

る
の
が
、
ア
ー
ト
で
あ
る
。

そ
の
中
で
も
重
要
な
概
念

は
、
歴
史
性
で
あ
る
。
最
も

違
和
感
の
な
い
対
象
が
作
者

不
詳
の
ア
ノ
ニ
マ
ス
な
ア
ー

ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
匿
名

的
な
ア
ー
ト
と
も
い
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
神
社
や
寺
院
な

ど
宗
教
的
な
建
物
や
庭
園
は

大
活
画
の
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
ア
ー
ト
に

な
っ
て
い
る
こ
と

伝
統
的
な
様
式
を

持
ち
、
国
際
的
に

▶
『
吾
輩
ハ
猫
デ
ア
ル
』
下
篇
初
版
本
カ
バ
ー（
橋
口
五
葉
装
幀
）

◆2018NEW環境展（N-EXPO 2018）
会期：2018年5月22日（火）～ 25日（金）▷開催
時 間：10：00 ～ 17：00（最 終 日 は16：00ま
で）▷会場：東京ビッグサイト 有明 東展示
棟（東京都江東区有明三丁目10番地1号）▷入
場料：1,000円▷主催：日報ビジネス株式会
社

◆JECA FAIR 2018 ～第66回電設工業展～
会期：2018年5月23日（水）～ 25日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 17：00（初日の開始
は10：30、最終日の終了時間16：30）▷会
場：インテックス大阪 3・4・5号館（大阪
市住之江区南港北1-5-102）▷入場料：無
料（登録制／ 4月2日から事前登録受付開
始予定）▷ 主催：（一社）日本電設工業協
会/問合せ先：事務局03-5413-2163

◆バイオマスエキスポ2018
会期：2018年5月30日（水）～ 6月1日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
東京ビッグサイト（東京都江東区有明
3-11-1）▷参加費：事前登録者無料▷主
催：バイオマスエキスポ実行委員会／共
催：日刊工業新聞社／（一社）日本有機資
源協会/問合せ先：03-5644-7221（日刊工
業新聞社 業務局 イベント事業部）

◆東京国際消防防災展2018

会期：5月31日（木）～ 6月3日（日）▷開催時間：
10：00 ～ 17：00（最終日は16：30まで）▷会
場：東京ビッグサイト 東5・6・7ホール、東
屋外特設会場（東京都江東区有明3-11-1）▷入
場料：無料（登録制）▷主催：東京消防庁／株
式会社東京ビッグサイト／東京国際消防防災
展2018実行委員会/問合わせ先：事務局03-
5530-1121（株式会社東京ビッグサイト内）

◆PVJapan2018
会期：2018年6月20日（水）～ 22日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：パシ
フィコ横浜（横浜市西区みなとみらい1-1-
1）▷入場料：無料▷主催：（一社）太陽光
発電協会（JPEA）/問合せ先：運営事務局
03-6812-8694（日経ピーアール内）

◆第13回再生可能エネルギー世界展示会
会期：2018年6月20日（水）～ 22日（金）▷ 
開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：パ
シフィコ横浜（横浜市西区みなとみらい
1-1-1）▷入場料：無料▷主催：再生可能
エネルギー協議会（JCRE）/問合せ先：事
務局03-5297-8855（シ－・エヌ・ティ内）

●FCDIC第25回 燃料電池シンポジウム
会 期：2018年5月17日（木 ）・18日（金 ）
▷開催時間：＜17日＞9：30 ～ 18：35＊18：
50より交流会あり（有料8,300円）／＜18日＞9：
05 ～ 17：50▷会場：タワーホール船堀（東京
都江戸川区船堀4-1-1）▷参加費：会員（一般

参加者・通常料金）1万円（税込）など各種設定
あり要確認▷主催：（一社）燃料電池開発情報
センター（FCDIC）/問合せ先：03-6206-0231

●ソーラーアセットマネジメントアジア
会期：2018年5月24日（木）／ 25日（金）▷
開催時間：＜24日＞9：00 ～ 17：00 ／
＜25日＞9：00 ～ 17：30（初日講演終了
後にネットワーキングドリンク[無料]＆
ネットワーキングディナー [有料\8,600
円]あり）▷会場：東京コンファレンスセ
ンター・有明（東京都江東区有明3- 7 
-18 有明セントラルタワー 4F）▷参加
費：各種料金設定あり要確認▷主催：So
larplaza International /問合せ先：ht
tps://solarassetmanagement.asia/japa
nese

●シンポジウム「持続可能なバイオマスの要件
とは～経済循環とLCAの視点から考える～」
会期：2018年5月25日（金）▷開催時間：
13:30 ～ 17:00▷会場：国立オリンピッ
ク記念青少年総合センター 国際交流棟
第一ミーティングルーム（東京都渋谷区
代々木神園町3-1）▷参加費：会員：
1000円／一般2000円▷主催：NPO法人バ
イオマス産業社会ネットワーク/問い合
わせ先：事務局047-389-1552

●「進化するエネルギービジネス100％再
生可能へ」共著者 西村健佑氏 出版記念
講演会～ドイツの再エネ政策と住宅の

エネルギーの未来～
会 期：2018年5月28日（月 ）▷ 開 催 時 間：
13：30 ～ 16：00（受付開始13：00 ～）▷会
場：剛堂会館ビル1階（東京都千代田区紀尾
井町3-27）▷参加費：＜ZEH協会員＞5,000
円／＜ZEH協非会員＞1万円 ＊いずれも税
込 ▷申込方法：専用サイトより申込み
http://qq4q.biz/JHP8 ▷主催：（一社）ZEH
推進協議会/問合せ先：お問合せフォーム
http://zeh.or.jp/contact/

●平成30年度産総研福島再生可能エネル
ギー研究所研究成果報告会
会期：2018年5月29日（火）▷開催時間：
10：00 ～ 17：00 ＊ 交 流 会17：15 ～
19：00（有料5,000円）▷会場：郡山ビュ
ーホテルアネックス4F（福島県郡山市中
町10-10）▷参加費：研究成果報告会は
無料（登録制）▷主催：国立研究開発法
人 産業技術総合研究所 福島再生可能
エネルギー研究所/問合せ先：事務局
frea-sympo-ml@aist.go.jp

●スマートコミュニティサミット2018
会期：2018年6月13日（水）▷開催時間：
10：00 ～ 15：30▷会場：東京国際フォ
ーラム ホールB5（東京都千代田区丸の
内3丁目5番1号）▷参加費：無料（事前登
録制）▷主催：国立研究開発法人新エネ
ルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
／スマートコミュニティ・アライアン

ス（JSCA）/問合せ先：事務局0120-203-
530

●グランド再生可能エネルギー 2018 国際
会議
会期：2018年6月17日（日）～ 22日（金）▷
会場：パシフィコ横浜（横浜市西区みな
とみらい1-1-1）▷参加費：スタンダード
料金5万円など（4月30日まで応募の場合。
それ以降は6万円）＊詳細要確認▷主催：
グランド再生可能エネルギー 2018国際
会議 組織委員会/問合せ先：03-5294-
3888（再生可能エネルギー協議会内）

●『熱利用技術の基礎と最新動向～バイナリ
ー発電を中心に～』出版記念セミナー「熱
利用技術の基礎と最新動向～各種技術の特
徴と動向、バイナリー発電技術の詳説～」
会期：2018年6月22日（金）▷開催時間：
13：30 ～ 16：30▷会場：ちよだプラッ
トフォームスクウェア 503会議室（東京
都千代田区神田錦町3-21）▷受講料：4万
8,000円（税込・資料代込）＊メルマガ登
録者は4万3,000円（税込）／書籍同時購入
者は1万円（税込）／アカデミック価格は1
万5,000円（税込）≪詳細要問合せ≫▷主
催：株式会社シーエムシー・リサーチ/
問合せ先：03-3293-7053

新エネルギー関連
イベントカレンダー（5月～ 6月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


